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10
月
22
日
か
ら
「
美
ら
島
お
き
な
わ
文
化
祭
２
０
２
２
」
が
開
催
さ

れ
る
。
沖
縄
国
民
文
化
祭
は
「
復
帰
50
年
記
念
行
事
」
の
一
環
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
、
10
月
23
日
の
開
会
式
（
宜
野
湾
市
・
沖
縄
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
に
天
皇
が
出
席
す
る
。 

 

沖
縄
国
民
文
化
祭
は
、
５
・
15
「
復
帰
50
年
式
典
」
と
と
も
に
、
「
日

本
復
帰
」
＝
沖
縄
再
併
合
50
年
を
「
祝
賀
」
し
、
も
っ
て
日
米
軍
事
植

民
地
化
を
打
ち
固
め
る
行
事
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

琉
球
・
沖
縄
は
今
、
日
米
軍
事
同
盟
の
対
中
国
戦
争
の
前
線
基
地
と

し
て
軍
事
要
塞
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
琉
球
弧
全
域
に
自
衛
隊
ミ
サ

イ
ル
部
隊
が
配
置
さ
れ
、
軍
事
訓
練
が
日
常
化
し
、
さ
ら
に
は
核
戦
争 

も
想
定
し
た
シ
ェ
ル
タ
ー
建
設
な
ど
、
文
字
通
り
の
戦
時
体
制
下
に
置

か
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
下
で
の
天
皇
訪
沖
＝
「
日
本
復
帰
」
祝
賀
は
、
77
年

前
の
沖
縄
戦
で
、
天
皇
制
護
持
の
た
め
沖
縄
民
衆
に
筆
舌
に
尽
く
し
が

た
い
犠
牲
を
強
い
た
こ
と
へ
の
謝
罪
や
反
省
ぬ
き
に
、
再
び
「
天
皇
の

臣
民
（
皇
民
）
」
と
し
て
「
進
ん
で
戦
争
の
犠
牲
に
な
る
」
こ
と
を
強

制
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

か
か
る
中
に
あ
っ
て
、
「
５
・
15
復
帰
」
を
問
う
沖
縄
行
動
は
天
皇

出
席
の
沖
縄
国
民
文
化
祭
反
対
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
10
・
21
～
23
沖

縄
現
地
行
動
に
結
集
し
よ
う
（
裏
面
に
行
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
。 

琉
球
弧
の
軍
事
要
塞
化
を
阻
止
し
よ
う 

沖
縄
国
民
文
化
祭
に

反
対
す
る 

天
皇
出
席
の 



                          

日
米
安
保
破
棄
！
反
戦･

改
憲
阻
止
の
闘
い
を 

国
民
文
化
祭
に
よ
る 

戦
争
天
皇
制
へ
の
統
合
ゆ
る
す
な 

  

国
民
文
化
祭
は
１
９
８
６
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
当
初
は
皇
太
子
行
事

だ
っ
た
が
、
ナ
ル
ヒ
ト
が
天
皇
に
即
位
し
て
か
ら
は
天
皇
行
事
に
格
上

げ
さ
れ
、
「
国
民
体
育
大
会
」
、
「
植
樹
祭
」
、
「
海
づ
く
り
大
会
」

と
と
も
に
、
四
大
行
事
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。
国
民
文
化
祭
は
各
地

の
文
化
的
行
事
を
通
じ
て
、
他
の
天
皇
行
事
同
様
、
民
衆
を
天
皇
制
国

家
の
も
と
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

「
沖
縄
国
民
文
化
祭
で
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を
中
心
に
歌
や
演
奏
会
、

演
劇
、
民
俗
芸
能
、
…
…
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
が
発
表
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
時
、
天
皇
徳
仁
は
沖
縄
に
来
て
『
お
こ
と
ば
』
を

述
べ
ま
す
。
そ
れ
は
参
加
し
た
地
域
の
人
々
に
『
認
め
ら
れ
た
』
『
選

ば
れ
た
』
『
誇
ら
し
い
』
『
う
れ
し
い
』
と
い
う
感
情
を
、
ま
た
同
時

に
沖
縄
の
人
び
と
す
べ
て
に
も
天
皇
へ
の
『
好
ま
し
い
』
感
情
を
つ
く

り
だ
す
も
の
と
日
本
（
ヤ
マ
ト
ゥ
）
の
支
配
階
級
は
考
え
て
い
ま
す
。

…
…
文
化
交
流
と
い
う
誰
し
も
が
入
り
や
す
い
方
法
を
用
い
て
、
戦
争

の
危
険
性
を
文
化
の
中
に
溶
け
込
ま
せ
、
沖
縄
の
民
衆
を
支
配
す
る
も

の
で
す
」
（
沖
縄
行
動
／
沖
縄
文
化
祭
反
対
ビ
ラ
よ
り
）
。 

  

 

り
立
て
、
対
中
国
戦
争
を
日
程
に
上
ら
せ
て
い
る
。 

 

そ
の
具
体
化
の
ひ
と
つ
が
宮
古
・
八
重
山
な
ど
へ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
建

設
だ
。
す
で
に
宮
古
島
に
は
自
衛
隊
の
ミ
サ
イ
ル
部
隊
が
配
備
さ
れ
、

石
垣
島
に
も
近
々
配
備
さ
れ
る
。
こ
の
ミ
サ
イ
ル
部
隊
は
中
国
軍
（
基

地
）
を
射
程
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
反
撃
に
備
え
て
の
シ
ェ
ル
タ

ー
建
設
だ
。
す
で
に
米
日
両
政
府
は
、
琉
球
弧
の
戦
場
化
を
想
定
し
た

う
え
で
、
住
民
を
犠
牲
に
す
る
対
中
国
戦
争
の
作
戦
計
画
を
立
て
て
い

る
の
で
あ
る
。
再
度
、
沖
縄
・
琉
球
を
戦
場
と
す
る
暴
挙
を
断
じ
て
ゆ

る
し
て
は
な
ら
な
い
。
ナ
ル
ヒ
ト
天
皇
の
訪
沖
は
か
か
る
対
中
国
戦
争

の
後
押
し
を
す
る
も
の
だ
。 

反
戦
・
反
天
皇
制
、
改
憲
阻
止
の
闘
い
が
ま
す
ま
す
重
要
だ
。 

 

10
・
21
～
23
沖
縄
現
地
連
続
行
動
に
結
集
を
。 

 
 

 

岸
田
政
権
は
琉
球
・
沖
縄
民
衆
の
度
重
な
る
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
の
意
思
を
踏
み
に
じ
り
、
警
察
力
を
動
員
し
て
建
設
を
強
行
し
て
い

る
。
そ
し
て
今
、
米
バ
イ
デ
ン
政
権
と
結
託
し
て
「
台
湾
有
事
」
を
煽 

★
10
・
21
琉
球
・沖
縄
民
衆
交
流
の
集
い 

 

10
月
21
日
（ 

金
） 

午
後
６
時
～
８
時
半 

 
 

沖
縄
船
員
会
館
第
３
会
議
室
／
那
覇
市
前
島 

 

主
催 

反
戦
反
天
皇
制
労
働
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

  

★
天
皇
出
席
の
沖
縄
国
民
文
化
祭
開
会
式
抗
議
行
動 

10
月
23
日
（ 

日
） 

10
時
～ 

会
場
周
辺
に
て
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動 

 

主
催
：同
沖
縄
行
動 

★
天
皇
出
席
の
沖
縄
国
民
文
化
祭
反
対
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＆
デ
モ 

10
月
22
日
（ 

土
） 

午
後
１
時
開
場 

集
会
後
デ
モ 

会
場 

浦
添
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
ホ
ー
ル
／
浦
添
市
前
田 

 

主
催 

「５
・
15
復
帰
」を
問
う
沖
縄
行
動 

 

 


